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平
成
十
六
年
度
決
算 

議
決 

一
、
平
成
十
六
年
度
決
算
は
、
こ
れ
を
是
認
す
る
。 

二
、
内
閣
に
対
し
、
次
の
と
お
り
警
告
す
る
。 

 
 

内
閣
は
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
結
果
を
本
院
に
報
告
す
べ
き
で
あ
る
。 

１ 

平
成
十
六
年
度
に
中
央
省
庁
が
実
施
し
た
一
件
五
百
万
円
以
上
の
工
事
の
発
注
や
、
業
務
委
託
等
の
契
約
に
占
め
る
随

意
契
約
の
件
数
の
割
合
が
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
高
率
に
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
、
国
土
交
通
省
所
管
の
各
建
設

協
会
な
ど
を
始
め
所
管
公
益
法
人
に
発
注
し
た
契
約
に
は
、
随
意
契
約
割
合
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い

高
率
に
な
っ
て
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
公
益
法
人
に
多
数
の
Ｏ
Ｂ
が
天
下
っ
て
い
る
こ
と

は
、
契
約
の
公
平
性
、
競
争
性
及
び
透
明
性
の
確
保
に
疑
念
を
抱
か
せ
、
看
過
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
調
達
に
あ
っ
て

は
、
民
間
企
業
を
相
手
と
す
る
随
意
契
約
が
金
額
の
七
割
か
ら
八
割
を
占
め
て
い
る
省
庁
も
あ
る
。 

政
府
は
、
随
意
契
約
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
相
手
方
の
官
民
を
問
わ
ず
一
般
競
争
入
札
を
原
則
と
し
例
外
的
に
随

意
契
約
を
認
め
て
い
る
会
計
法
の
精
神
に
照
ら
し
て
厳
格
な
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
所
管
公
益
法
人
等
へ
の
業
務
委

託
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
天
下
り
の
状
況
も
含
め
積
極
的
に
情
報
開
示
を
行
う
な
ど
、
国
民
の
不
信
を
招
く
こ
と
の
な
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い
よ
う
厳
正
に
対
処
し
、
公
共
調
達
の
適
正
化
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

２ 
独
立
行
政
法
人
に
お
い
て
、
従
来
の
特
殊
法
人
を
も
上
回
る
よ
う
な
役
員
報
酬
を
定
め
た
り
、
職
員
給
与
が
平
成
十
六

年
度
の
対
国
家
公
務
員
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
事
務
・
技
術
職
員
が
一
〇
七
・
一
、
研
究
職
員
が
一
〇
三
・
二
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
概
し
て
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
国
立
病
院
機
構
に
お
い
て
、
特
定
の
業
者
に
種
々
の
業

務
を
随
意
契
約
に
よ
り
発
注
す
る
一
方
で
、
旧
国
立
病
院
か
ら
多
く
の
天
下
り
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
や
、
医
薬
基
盤
研

究
所
の
承
継
勘
定
に
お
い
て
、
政
府
出
資
金
三
百
六
億
円
の
八
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
二
百
五
十
四
億
円
が
繰
越
欠

損
金
と
し
て
計
上
さ
れ
、
国
費
の
毀
損
が
生
じ
て
い
る
事
実
等
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。 

政
府
は
、
独
立
行
政
法
人
の
運
営
の
大
部
分
が
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
等
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
実
態
に
か
ん
が
み
、

原
則
一
般
競
争
入
札
の
徹
底
及
び
随
意
契
約
受
注
企
業
へ
の
天
下
り
の
抑
制
、
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
収
益
見
込
み
等
の

一
層
厳
格
な
審
査
に
よ
る
政
府
出
資
金
の
欠
損
の
最
小
化
に
努
め
る
よ
う
、
指
導
す
べ
き
で
あ
る
。 

３ 

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
出
規
模
が
純
計
額
で
前
年
度
を
上
回
り
二
百
二
十
五
兆
円
余
と
一
般
会
計
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
多
く
の
特
別
会
計
に
お
い
て
、
不
要
不
急
の
事
業
の
実
施
や
多
額
の
積
立
金
・
資
金
、
不
用
・

剰
余
金
を
抱
え
、
一
部
は
引
き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。 
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政
府
は
、
各
特
別
会
計
の
事
務
事
業
の
見
直
し
に
加
え
、
右
の
各
種
の
余
剰
資
金
の
縮
減
、
一
般
会
計
へ
の
繰
入
れ
・

繰
戻
し
、
事
業
の
実
態
に
即
し
た
適
切
な
予
算
計
上
を
行
う
な
ど
、
透
明
化
の
た
め
、
一
層
目
に
見
え
る
改
善
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。 

４ 

国
が
公
益
法
人
等
に
補
助
金
等
を
交
付
し
て
設
置
造
成
さ
せ
て
い
る
資
金
等
に
つ
い
て
、
本
院
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き

会
計
検
査
院
が
会
計
検
査
を
し
た
結
果
、
平
成
十
六
年
度
末
時
点
で
設
置
さ
れ
て
い
る
百
十
六
資
金
の
う
ち
、
食
品
流
通

構
造
改
善
対
策
債
務
保
証
事
業
基
金
を
始
め
と
す
る
三
十
三
資
金
に
お
い
て
、
事
業
実
績
が
継
続
的
に
少
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
等
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
上
、
平
成
十
二
年
度
決
算
検
査
報
告
で
も
指
摘
を
さ
れ
な
が
ら
依
然
と
し
て

事
態
が
好
転
し
て
い
な
い
資
金
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。 

政
府
は
、
こ
れ
ら
三
十
三
資
金
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
見
直
し
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る

公
益
法
人
等
が
行
う
政
策
金
融
類
似
業
務
も
含
め
て
、
事
業
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
の
必
要
性
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業

内
容
及
び
利
用
条
件
、
需
要
に
応
じ
た
資
金
規
模
等
の
検
討
を
行
い
、
事
業
の
終
了
や
資
金
の
国
庫
返
納
も
含
め
た
所
要

の
措
置
を
積
極
的
に
講
ず
る
と
と
も
に
、
今
後
の
資
金
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
目
標
達
成
度
を
測
る
た
め
の
基
準

の
設
定
や
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
の
導
入
な
ど
、
定
期
的
に
見
直
し
を
行
う
体
制
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。 
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５ 

防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
、
同
庁
幹
部
が
特
定
の
建
設
業
者
に
業
務
を
受
注
さ
せ
る
た
め
、
当
該
業
者
と
共
謀
し
て
他
の

業
者
に
高
い
入
札
金
額
で
入
札
さ
せ
て
公
正
な
価
格
を
害
し
、
刑
法
の
競
争
入
札
妨
害
罪
で
逮
捕
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と

は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
ま
た
、
同
庁
所
管
の
公
益
法
人
「
防
衛
施
設
技
術
協
会
」
に
多
数
の
Ｏ
Ｂ
が
い
っ
た
ん
再
就

職
し
、
自
衛
隊
法
で
営
利
企
業
等
へ
の
再
就
職
を
規
制
し
て
い
る
離
職
後
二
年
間
を
経
過
し
た
後
、
関
連
建
設
業
界
に
次

々
と
天
下
っ
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。 

政
府
は
、
防
衛
施
設
庁
の
官
製
談
合
の
み
な
ら
ず
、
日
本
道
路
公
団
や
新
東
京
国
際
空
港
公
団
が
発
注
し
た
工
事
に
お

け
る
官
製
談
合
事
件
の
摘
発
が
相
次
ぎ
、
官
製
談
合
の
排
除
の
徹
底
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
一
般
競

争
入
札
の
一
層
の
拡
大
、
公
益
法
人
へ
の
天
下
り
の
自
粛
な
ど
、
抜
本
的
に
官
製
談
合
の
再
発
防
止
策
を
講
ず
べ
き
で
あ

る
。 

６ 

日
本
郵
政
公
社
の
複
数
の
郵
便
局
に
お
い
て
、
郵
便
料
金
の
別
納
制
度
等
を
悪
用
し
て
、
特
定
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

発
送
代
行
会
社
等
に
対
し
て
料
金
の
不
正
値
引
き
を
繰
り
返
し
、
多
額
の
損
失
を
発
生
さ
せ
て
い
る
事
実
が
次
々
と
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
ま
た
、
冊
子
小
包
の
取
扱
い
に
つ
い
て
不
適
切
な
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と

は
、
遺
憾
で
あ
る
。 
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政
府
は
、
こ
れ
ま
で
も
郵
便
の
別
納
制
度
等
を
め
ぐ
る
不
正
が
生
じ
て
き
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
日
本
郵
政
公
社

に
対
し
て
、
法
令
順
守
の
徹
底
、
内
部
監
査
の
更
な
る
充
実
、
こ
の
種
事
案
の
再
発
防
止
に
向
け
た
運
用
改
善
の
具
体
的

取
組
を
強
く
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

７ 

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
に
お
い
て
、
近
年
、
相
次
ぐ
不
祥
事
に
よ
り
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
、

受
信
料
不
払
い
急
増
な
ど
受
信
料
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
を
招
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
今
般
、
新
た
に

職
員
の
度
重
な
る
架
空
出
張
に
よ
る
公
金
横
領
が
発
覚
し
、
再
び
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
を
損
ね
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺

憾
で
あ
る
。
ま
た
、
受
信
料
支
払
い
を
法
律
で
義
務
付
け
る
と
の
議
論
が
あ
る
一
方
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
団
体
に
多
額
の
余
剰

金
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
事
実
は
、
看
過
で
き
な
い
。 

 
 

政
府
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
度
重
な
る
不
祥
事
を
重
く
受
け
止
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
、
綱
紀
粛
正
、
内
部
監
査
の
更
な
る
充

実
に
よ
る
こ
の
種
事
案
の
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
、
及
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
団
体
が
保
有
す
る
多
額
の
余
剰
金
の
見
直
し
の

検
討
を
強
く
求
め
、
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

８ 

航
空
機
を
利
用
し
た
出
張
に
係
る
旅
費
に
つ
い
て
、
税
関
や
都
道
府
県
労
働
局
で
は
、
実
際
に
は
割
引
運
賃
の
航
空
券

を
購
入
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
よ
り
高
額
の
航
空
賃
を
支
払
っ
た
と
す
る
領
収
証
を
旅
行
業
者
等
か
ら
受
領
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す
る
な
ど
し
て
、
国
費
が
過
大
に
支
給
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
多
年
に
わ
た
り
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。 

政
府
は
、
各
府
省
等
に
お
け
る
出
張
に
係
る
旅
費
の
支
払
の
際
に
は
、
証
明
資
料
の
確
認
を
強
化
す
る
な
ど
、
こ
の
種

事
案
の
再
発
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
金
等
に
対
す
る
意
識
の
徹
底
の
た
め
の
取
組
を
強
化
し
、
国
民
の
信
頼
回
復

に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

９ 

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
い
わ
ゆ
る
「
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
」
）
に
つ

い
て
は
、
売
上
実
績
が
当
初
の
目
標
を
下
回
り
、
そ
の
目
的
で
あ
る
く
じ
収
益
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
へ
の
助
成
も
少

額
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
上
に
、
く
じ
の
販
売
業
務
等
の
委
託
経
費
に
よ
り
生
じ
た
累
積
欠
損
金
が
多
額
に
上
り
、
ま
た
、

運
営
状
況
及
び
財
政
状
況
が
財
務
諸
表
に
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。 

政
府
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
累
積
欠
損
金
の
解
消
に
向
け
た
現
実
的
で
国
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
対
応
を
求
め
、
そ
の
負
担
が
国
民
に
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
「
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
」

の
制
度
そ
の
も
の
の
在
り
方
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。 

１０ 

社
会
保
険
庁
は
、
市
町
村
か
ら
国
へ
の
保
険
料
収
納
事
務
移
管
後
六
割
台
に
低
下
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
率
を
、

平
成
十
九
年
度
に
八
割
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
そ
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
阪
府
内
を
始
め
各
地
の
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社
会
保
険
事
務
所
等
に
お
い
て
、
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
か
ら
保
険
料
の
免
除
あ
る
い
は
猶
予
の
申
請
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
不
正
に
保
険
料
の
免
除
手
続
等
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
社
会
保
険
庁
が
累
次
に
わ
た
っ
て
内
部
調
査
を
行
っ

た
際
に
は
、
複
数
の
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
不
正
行
為
を
隠
蔽
す
る
虚
偽
報
告
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
不
正
な
免
除
手
続
の

実
態
が
次
々
と
発
覚
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。 

政
府
は
、
未
納
者
の
増
加
の
背
景
に
は
平
成
十
四
年
度
の
制
度
変
更
及
び
不
況
等
に
よ
る
多
数
の
勤
労
者
の
厚
生
年
金

か
ら
国
民
年
金
へ
の
移
動
が
あ
っ
た
事
情
も
考
慮
し
、
高
齢
者
の
生
活
の
基
礎
的
部
分
を
担
う
公
的
年
金
の
保
険
料
収
納

に
お
い
て
、
か
か
る
事
態
が
生
じ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
職
員
の
意
識
改
革
及
び
内
部
規
律
の
遵
守
を
徹
底
し
、
収

納
事
務
の
適
正
な
執
行
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
向
上
に
努
め
、
未
納
者
の
実
情
を

熟
知
す
る
市
町
村
と
の
協
力
を
さ
ら
に
強
め
る
な
ど
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
向
上
及
び
減
免
制
度
の
周
知
徹
底
に
よ

る
真
に
納
付
不
能
な
人
の
救
済
に
一
層
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。 

１１ 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
広
島
労
働
局
に
お
け
る
不
正
経
理
を
受
け
、
全
国
の
都
道
府
県
労
働
局
に
対
し
特
定
監
査
を

行
い
兵
庫
労
働
局
に
お
け
る
旅
費
等
の
不
正
支
出
を
発
見
し
た
が
、
そ
の
後
の
警
察
の
捜
査
に
よ
り
特
定
監
査
で
判
明
し

た
以
外
に
も
同
労
働
局
に
お
い
て
多
額
の
不
正
経
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
会
計
検



 

- 8 -

査
院
の
検
査
に
お
い
て
、
北
海
道
労
働
局
ほ
か
五
労
働
局
に
お
い
て
も
、
庁
費
、
謝
金
、
旅
費
等
の
不
正
支
出
や
職
員
に

よ
る
国
庫
金
の
領
得
な
ど
の
事
態
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。 

政
府
は
、
特
定
監
査
に
お
い
て
北
海
道
労
働
局
等
に
お
け
る
不
正
支
出
等
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
並
び
に
二
年

続
け
て
都
道
府
県
労
働
局
に
係
る
警
告
を
受
け
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
都
道
府
県
労
働
局
に
対
す
る
監
査
体
制
の
一

層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
会
計
経
理
の
適
正
化
、
倫
理
の
徹
底
及
び
綱
紀
の
粛
正
に
つ
い
て
の
指
導
監
督
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。 

 


